
Q　
平
戸
市
は
恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
か

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
盛
ん

（
大
型
風
力
発
電
設
備
は
市
営
１
、
三
セ

ク
３
、
民
間
２
の
計
６
カ
所
で
25
基
が
稼

動
す
る
。
大
型
太
陽
光
発
電
施
設
は
７
カ

所
稼
働
中
）
で
、
平
成
24
年
に
「
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
」（
注
：以
降「
エ
ネ
パ
」

と
表
記
）
に
認
定
さ
れ
た
。
７
年
た
ち
、

改
め
て
平
戸
市
が
目
指
す
政
策
に
つ
い
て
た

だ
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
）
の
動
向
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
中
、「
平
戸
市
エ
ネ
パ
運
営
協
議
会
」

（
注
：
以
降
「
協
議
会
」
と
表
記
）
は
鳴

り
を
潜
め
た
感
が
あ
る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

風
サ
ミ
ッ
ト
を
最
後
に
協
議
会
は
開
催

し
て
お
ら
ず
、
本
年
５
月
に
発
電
事
業
者

か
ら
「
計
画
内
容
の
実
現
は
困
難
」
と
い

う
意
見
を
頂
い
た
。
事
業
者
や
地
域
住
民

に
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
計
画
内
容

を
見
直
し
た
い
。

Q　
地
域
新
電
力
事
業
に
期
待
す
る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

有
益
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q　
市
営
生
月
町
風
力
発
電
所
の
改
修
計

画
や
方
針
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A　
生
月
支
所
長

　

平
成
32
年
で
耐
用
年
数
の
20
年
と
な

る
。
ま
た
同
年
10
月
に
は
売
電
価
格
が
下

が
る
見
込
み
の
た
め
解
体
の
方
向
で
考
え

て
き
た
。

　

し
か
し
、
近
年
大
き
な
故
障
も
な
く
順

調
に
稼
動
し
て
い
る
た
め
、
譲
渡
の
可
能

性
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

Q　
世
界
遺
産
や
平
戸
市
景
観
計
画
の
関

係
で
建
て
直
し
で
き
な
い
と
聞
く
が
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

世
界
遺
産
の
緩
衝
地
帯
、
景
観
計
画
重

点
区
域
、
重
要
文
化
的
景
観
選
定
地
域
で

は
風
力
発
電
施
設
の
新
設
を
抑
制
し
て
い

る
。
当
施
設
は
景
観
計
画
重
点
区
域
内
に

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
直
営
施
設
は
建
て
直
し

不
可
、
直
営
施
設
以
外
は
今
後
１
回
の
み

建
て
直
し
可
と
す
る
。

Q　
生
業
は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。

エ
ネ
パ
計
画
書
に
も
「
過
去
お
よ
び
現
在

に
お
け
る
先
進
地
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
と

あ
る
。
相
反
す
る
方
針
だ
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
相
い
れ
な
い
こ
と

を
書
い
て
い
る
。
補
助
事
業
が
使
え
る
重

要
文
化
的
景
観
の
追
加
選
定
を
予
定
し
て

い
る
の
で
活
用
し
両
立
を
模
索
す
る
。

●
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
第
二
章

●
県
道
・
国
道
の
高
枝
切
り
に
つ
い
て

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
格
差
是
正
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
市
政
懇
談
会
に
お
い
て
県
・
国
道
の

高
枝
切
り
の
要
望
が
多
く
出
て
い
た
が
、

観
光
地
と
し
て
世
界
遺
産
登
録
後
、
観
光

客
も
驚
く
よ
う
な
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
見
え

な
い
く
ら
い
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
雑
草

や
大
木
や
竹
が
両
サ
イ
ド
か
ら
伸
び
た
状

態
で
ト
ン
ネ
ル
化
し
て
い
る
国
道
３
８
３
号

線
の
現
状
で
あ
る
。
市
民
・
観
光
客
が
安

心
安
全
に
利
用
で
き
る
道
路
と
し
て
市
独

自
の
対
応
策
は
。

A　
市
長

　

県
・
国
道
の
伐
採
に
関
し
て
は
、
県
の

事
業
で
あ
る
。
危
険
な
箇
所
の
写
真
・
位

置
図
を
添
付
し
、
管
理
所
管
で
あ
る
県
に

報
告
し
て
い
る
。
県
は
通
行
に
支
障
が
あ

る
場
所
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
車

道
は
高
さ
4.5
ｍ
、
歩
道
は
高
さ
2.5
ｍ
の
範

囲
で
伐
採
を
す
る
。

Q　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
あ
る
が
、
道

路
の
除
草
と
か
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
汚
れ
て
い

れ
ば
拭
い
た
り
す
る
の
が
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

車
の
役
割
で
は
。

A　
建
設
部
長

　

平
戸
・
松
浦
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
年

間
委
託
料
は
約
１
千
万
円
。
道
路
の
監
視

業
務
で
軽
微
な
作
業
を
す
る
。

Q　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
是
正
に
向
け

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

A　
総
務
部
長

　

平
成
28
年
度
の
途
中
か
ら
中
部
・
南
部

出
張
所
に
パ
ー
ト
職
員
を
配
置
し
た
。
本

年
度
よ
り
館
長
を
特
別
職
の
非
常
勤
に
改

め
、
館
長
以
外
の
正
規
職
員
を
２
人
体
制

と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
公
民
館

充
実
に
努
め
て
い
る
。

Q　
中
部
出
張
所
・
南
部
出
張
所
に
は
公

用
車
が
１
台
も
無
い
状
態
だ
が
。

A　
田
平
支
所
長
・
生
月
支
所
長

　

田
平
支
所
は
正
規
職
員
11
人
で
公
用
車

３
台
配
置
し
て
い
る
。

　

生
月
支
所
は
正
規
職
員
11
人
・
臨
時
職

員
２
人
で
公
用
車
４
台
配
置
し
て
い
る
。

A　
副
市
長

　

人
員
の
配
置
、
公
用
車
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
確
か
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を

図
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
今
後
の
検
討
課

題
で
あ
る
と
思
う
。

Q　
平
成
29
年
度
の
全
地
区
の
陳
情
要
望

の
成
果
は
、
北
部
59
％
、
中
部
54
％
、
南

部
56
％
、
生
月
79
％
、
田
平
63
％
、
大
島

57
％
で
あ
る
が
、
違
い
は
な
ぜ
か
。

A　
副
市
長

　

陳
情
要
望
の
中
身
を
十
分
に
精
査
す
る
。

●
持
続
可
能
な
公
立
病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
公
立
病
院
が
今
後
と
も
地
域
に
お
い

て
必
要
な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
、
抜
本
的
な
改
革
は

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
本
市
の

両
病
院
も
例
外
で
は
な
く
、
医
師
確
保
に

つ
い
て
は
、
長
年
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

A　
病
院
局
長

　

病
院
局
の
大
き
な
課
題
が
、
年
々
厳
し

く
な
る
医
師
確
保
や
医
師
の
高
齢
化
で
あ

る
。
今
年
度
当
初
で
、
平
戸
市
民
病
院
は

常
勤
医
師
６
人
、
非
常
勤
医
師
１
人
、
常

勤
換
算
で
6.5
人
。
生
月
病
院
は
常
勤
医
師

４
人
で
従
事
し
て
い
る
。
本
来
の
医
師
必

要
数
は
、
平
戸
市
民
病
院
で
8.7
人
、
生
月

病
院
で
5.6
人
。
不
足
す
る
医
師
は
、
長
崎

大
学
病
院
や
労
災
病
院
、
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
か
ら
診
療
応
援
を
受
け
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
言
え
る
。

Q　
医
療
費
の
推
移
は
、
平
成
29
年
度
決

算
で
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

社
保
関
係
を
合
わ
せ
る
と
総
額
で
約
１
３

０
億
円
程
度
の
医
療
費
を
要
し
て
い
る
と

思
う
が
、
公
立
病
院
を
維
持
継
続
す
る
た

め
に
は
、
平
戸
市
民
が
市
内
の
病
院
を
ど

れ
だ
け
利
用
す
る
か
で
あ
る
。
平
戸
市
民

ま
た
は
近
隣
自
治
体
の
市
民
が
市
内
病
院

を
利
用
す
る
比
率
を
分
か
っ
て
い
る
範
囲

で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A　
病
院
局
長

　

外
来
患
者
数
の
流
出
入
動
向
と
い
う
数

字
が
あ
る
。
こ
れ
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど

市
民
が
地
元
の
病
院
を
利
用
し
て
い
る
数

字
に
な
る
。
本
市
の
場
合
は
、
平
成
27
年

度
は
68
・
９
％
、
松
浦
市
は
34
・
29
％
。

佐
世
保
市
や
伊
万
里
市
に
流
れ
て
い
る
の

が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
佐
世
保
市
は

92
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

A　
平
戸
市
民
病
院
長

　

市
内
の
医
療
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
医
療
費
の
適
正
化
が
図
ら
れ

る
。
平
戸
市
民
本
人
の
持
っ
て
い
る
医
療

上
の
履
歴
を
知
ら
な
い
医
療
機
関
で
は
、

最
初
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
診
察
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
う
多
額

の
医
療
費
を
要
す
る
。

　

本
市
の
医
療
機
関
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
人
の
持
っ
て
い
る
履
歴
、
服

薬
の
状
況
な
ど
も
分
か
る
の
で
、
市
内
の

医
療
機
関
を
活
用
し
、
健
康
相
談
が
で
き

る
医
師
を
つ
く
る
よ
う
に
各
地
域
で
健
康

教
室
を
通
じ
て
市
民
の
理
解
を
求
め
て
い

る
。

平成３０年９月定例会、７人の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成30年9月定例会

10
とかいせん2018. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
11 2018. 11. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん

こ
こ
に
注
目

審
議
案
件

視
察
報
告

委
員
会
報
告

こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

政
務
活
動
報
告

審
議
案
件

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

こ
こ
に
注
目

委
員
会
報
告

審
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件

政
務
活
動
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告

一
般
質
問

子
ど
も
議
会

近藤　芳人議員

松尾　実議員 竹山　俊郎議員

一
般
質
問
と
は
？

　

市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。　
　

　

な
お
、
一
般
質
問
の
模
様
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
し
て
お
り
、
過

去
の
一
般
質
問
の
録
画
中
継
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、「
平
戸
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

※○は一般質問を行なったとき。
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